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感謝の 
 
 
 
には 

佐藤氏 

原田慎也氏は「家族の有り難さ」

についての会員スピーチでした

 

 
茂木氏は「１２月は１年の感謝

を伝えます」と会員スピーチ 

大倉氏

 

年
頭
あ
い
さ
つ 

越
谷
市
倫
理
法
人
会
会
長 

中
村 

猛 

 

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
中
は
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
誠 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
世
界
経
済
は
変
革
期

を
向
か
え
厳
し
い
風
が
吹
い
て
お
り
ま
す
が
、
倫
理
の 

学
び
で
あ
る
明
朗
な
心
で
現
実
を
受
け
止
め
、
自
ら
の 

意
識
、
そ
し
て
行
動
を
変
え

る
事
で
周
り
の
環
境
が
変
わ

り
会
社
が
良
く
な
っ
て
行
く

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
貴
社
の
ご
繁
栄
と
ご

家
族
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
十
一
月
二
十
七
日
の
М
Ｓ
》 

千
葉
県
倫
理
法
人
会

副
研
修
委
員
長
の
佐
藤
隆
男
氏
（
㈲
フ
ジ
企
画
）
を
お
招
き

し
『
夫
婦
愛
和
』
を
テ
ー
マ
に
「
倫
理
法
人
会
の
活
動
を
通

し
て
気
付
き
を
い
た
だ
き
、
ま
た
会
社
経
営
や
夫
婦
仲
が
良

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
」
等
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
十
ニ
月
十
一
日
の
М
Ｓ
》 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会
副
幹
事

長
の
福
田
敏
明
氏
（
㈱
第
一
金
属
製
作
所
）
を
お
招
き
し
『
倫

理
は
、
人
生
の
羅
針
盤
』
を
テ
ー
マ
に
「
楽
し
い
こ
と
を
一
つ

も
つ
こ
と
。
一
つ
だ
け
勝
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
心
に
余
裕

を
も
つ
こ
と
。」
等
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
謝
。

《
十
ニ
月
四
日
の
М
Ｓ
》 

さ
い
た
ま
市
南
倫
理
法
人
会
、

大
倉
浩
副
会
長
（
大
倉
浩
法
律
事
務
所
）
を
お
招
き
し
、『
子

ど
も
達
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
「
少
年
事
件

が
起
き
る
の
は
親
が
悪
い
。
立
場
を
変
え
て
考
え
る
大
切

さ
。
」
等
の
お
話
し
に
共
感
し
、
感
銘
し
ま
し
た
。
感
謝
。 

 

 

【 

一
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

「
倫
理
経
営
講
演
会
」
の
ご
案
内 

二
十
一
日
（
木
）
十
八
時
十
分
～ 

会
場
「
ベ
ル
ヴ
ィ
ギ
ャ
ザ
ホ
ー
ル
」 

社
団
法
人 

倫
理
研
究
所 

 

東
海
・
北
陸
方
面
副
方
面
長 

泉 

憲
治 

テ
ー
マ
『
希
望
は
心
の

太
陽
で
あ
る
』 

朝
礼
実
演 

 

「
㈱
関
根
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
八
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

会
員
ス
ピ
ー
チ 

・
十
五
日(

金)

六
時
半
～
七
時
半 

㈱
ム
ー
ン
リ
ヴ
ァ
ー 

代
表
取
締
役 

菊
地 

峰
子 

テ
ー
マ
『
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
軌

跡
は
い
つ
も
隣
り
合
わ
せ
』 

・
二
十
二
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

社
団
法
人 

倫
理
研
究
所
（
前
述
） 

 
 

泉 

憲
治 

テ
ー
マ
『
実
践
あ
る
の
み
』 

・
二
十
九
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 
 

古
河
倫
理
法
人
会 

 

副
会
長 

蓮
田 

和
子 

 
  
  

テ
ー
マ
『
活
力
朝
礼
と
我
が
社
』 

山上ルミ氏は「トイレ掃除は

気持ち良いです」とスピーチ

福田氏 
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会員スピーチでは、有限会社アートエンディングの渡辺秀雄氏が「カンボジ

アに研修に行った時の話」の中で、カンボジア人の習慣・長所として「①家族

や親を大切にする。②人に対して親切です。」と、国民性を紹介されました。

また、「アンコールワットには遺跡が沢山あるが、波長の合うものが必ずあっ

て、パワーが入るので、ぜひ見つけて下さい。」と興味深い話もありました。

《 １２月１８日（金）、第１３０１回のモーニング・セミナー 》 

社団法人倫理研究所法人局から大谷公夫法人スーパーバイザー（㈱吉谷）

をお招きし、『小さな事から会社は変わる』をテーマに「結局は人の問題、教

育をどのようにするか。毎日コツコツ。神様は絶対に無理な宿題は出さない。

一歩ずつ進んでいけば、いつの間にか乗り越えてしまっている。」等の、ご指

導をいただきました。島根県松江市から、遠い所をありがとうございました。

 

 

渡辺氏 

 

大谷氏 

島村 玲郎 監査 時間にゆとりも

出来、今後の活躍を期待される人。

平成２２年度「役員紹介」その４ 

佐々岡 修 幹事（ホリスティッ

ク整体院） 心身を癒します。 

湯田 修二 相談役（㈱アチーブ） 

高所・大所からのご指導を期待。 

埼玉が倫理の「絆を纏う」

日本創生 使命を自覚し楽しく実践

宣 

１．我萬人のしもべとならむ 

１．我萬物の友とならむ 

１．我萬象の讃嘆者とならむ 

昭和２６年１０月７日

丸 山  敏 雄 

 

  
２５名の参加者で盛り上がった忘年会、皆様に感謝です。新年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。

 

星野 博史 幹事（大洋倉庫㈱）

親睦委員長として大活躍。*^_^* 

 事務局の石崎さん （協和興運㈱） 

明朗・愛和・喜働を実践してます。
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